
◆
八
街
市
福
祉
作
業
所
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

現
在
、
八
街
市
社
会
福
祉
協

議
会
に
管
理
を
委
託
し
て
お
り

ま
す
福
祉
作
業
所
は
、
そ
の
設

置
目
的
及
び
利
用
料
が
無
料
で

あ
る
こ
と
等
を
勘
案
し
た
結

果
、
市
の
直
営
と
す
る
こ
と
が

適
当
で
あ
る
と
判
断
し
、
条
例

の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

◆
八
街
市
自
転
車
駐
車
場
の
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

市
内
の
自
転
車
駐
車
場
８
か

所
は
、
現
在
、
八
街
市
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
及
び
八
街
市

社
会
福
祉
協
議
会
に
管
理
を
委

託
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
施
設

を
指
定
管
理
者
制
度
に
移
行
す

議 案 の 内 容
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・
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
し
た

街
づ
く
り

広
報
や
ち
ま
た
や
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
あ
る
い
は
議
会
だ
よ

り
等
に
よ
る
情
報
提
供
や
商
店

あ
る
い
は
企
業
の
ピ
ー
ア
ー
ル

に
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

Ｊ
Ｒ
八
街
駅
自
由
通
路
の
壁
面

を
利
用
し
た
有
料
広
告
掲
示
板

を
設
置
し
ま
す
。

◆
八
街
市
児
童
ク
ラ
ブ
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

朝
陽
児
童
ク
ラ
ブ
の
待
機
児

童
の
解
消
を
図
る
た
め
、
隣
接

す
る
元
朝
陽
教
職
員
住
宅
を
児

童
ク
ラ
ブ
に
改
修
し
増
設
す
る

ほ
か
、
未
設
置
学
区
で
あ
る
二

州
学
区
に
、
二
州
小
学
校
の
教

室
を
使
用
し
て
新
た
に
二
州
児

童
ク
ラ
ブ
を
開
設
す
る
こ
と
に

伴
う
条
例
の
改
正
で
す
。

◆
八
街
市
印
鑑
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定

新
規
に
印
鑑
登
録
を
す
る
際

に
必
要
な
申
請
書
類
の
簡
略
化

を
図
る
た
め
、
申
請
書
の
様
式

等
に
つ
い
て
見
直
し
を
行
っ
た

結
果
条
例
を
改
正
す
る
も
の
で

す
。

条
　
　
　
例

る
た
め
に
は
、
運
営
に
か
か
る

料
金
体
系
の
整
備
や
施
設
の
整

備
が
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、

当
面
は
市
の
直
営
と
す
る
こ
と

が
適
当
と
判
断
し
、
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

◆
八
街
市
宅
地
造
成
地
内
公
園

の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条

例
を
廃
止
す
る
条
例
の
制
定

宅
地
造
成
地
内
公
園
５
か
所

は
、
地
区
の
町
内
会
や
自
治
会

等
に
管
理
を
委
託
し
て
い
ま
す

が
、
宅
地
造
成
地
内
の
公
園
と

い
う
性
格
か
ら
、
ま
た
利
用
者

が
幼
児
、
児
童
で
あ
る
こ
と
等

を
勘
案
し
、
市
が
直
営
で
管
理

す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
判

断
し
た
も
の
で
す
。

◆
八
街
市
介
護
保
険
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

◎
主
な
改
正
点

・
平
成
18
年
度
か
ら
平
成
20
年

度
ま
で
の
第
３
期
の
介
護
保
険

事
業
運
営
期
間
中
の
介
護
保
険

料
を
定
め
る
と
と
も
に
、
保
険

料
段
階
設
定
の
見
直
し
を
行
う

も
の
で
す
。
現
行
の
保
険
料
段

階
は
５
段
階
と
な
っ
て
お
り
、

こ
の
う
ち
第
２
段
階
に
属
す
る

所
得
の
低
い
方
は
、
そ
の
負
担

能
力
を
配
慮
し
て
細
分
化
し
、

保
険
料
段
階
を
６
段
階
と
す
る

も
の
で
す
。

・
税
制
改
正
に
伴
い
、
保
険
料

段
階
が
上
昇
す
る
方
に
対
し
、

平
成
18
年
度
及
び
19
年
度
の
そ

れ
ぞ
れ
の
年
度
に
お
い
て
、
本

来
適
用
さ
れ
る
負
担
と
平
成
17

年
度
税
制
改
正
が
な
か
っ
た
場

合
に
適
用
さ
れ
る
負
担
を
比
較

し
、
そ
の
負
担
の
増
加
を
一
定

程
度
に
抑
え
る
と
い
う
激
変
緩

和
措
置
を
講
じ
よ
う
と
す
る
も

の
で
す
。

◆
六
ツ
塚
谷
調
節
池
用
地

富
山
地
区
冠
水
対
策
緊
急
事

業
と
し
て
行
っ
て
い
る
も
の
で
、

八
街
市
大
関
字
六
ツ
塚
谷
２
９

１
番
３
ほ
か
３
筆
、
３
千
２
８

９
・
２
７
㎡
で
、
取
得
価
格
は

８
２
２
万
３
千
１
７
５
円
で
す
。

◆
東
吉
田
調
整
池
用
地

調
整
池
用
地
と
し
て
借
地
し

て
い
る
八
街
市
東
吉
田
字
長
作

７
１
３
番
他
２
筆
、
３
千
４
１

３
・
０
６
㎡
を
６
８
２
万
６
千

１
２
０
円
で
取
得
す
る
も
の
で

す
。

★給 与 構 造 改 革★
公務員給与への地場賃金を反映させるための地域間配分の見直し、年功的な給与上

昇の抑制と職務・職責に応じた給与構造への転換及び勤務実績の給与への反映を柱と
したものです。

【主な内容】
①給料表の見直しです。これは、現行給料表の水準を全体として平均４．８パーセ

ント引き下げるものですが、若年層は引下げを行わず、中高齢層は、民間の中高齢層
の給与水準との均衡を考慮して更に最大２パーセント程度引き下げ、給与カーブのフ
ラット化を行うこと、職務の級構成を再編すること、きめ細かい勤務実績の給与への
反映を行うため、現行の１号給を４分割することなどです。

②地域手当の新設です。これは、民間の地域間格差が適切に反映されるよう、現行
の調整手当に替えて、主に民間賃金の高い地域に勤務する職員に対して支給するとい
うものです。国及び千葉県における本市の地域手当の支給率は異なりますが、４月か
らの給与水準の引下げや本市における人材確保等の人事管理上の一定の配慮及び現行
調整手当の支給状況、千葉県における地域手当の最低支給率等を考慮し、本市におい
ては地域手当の支給率を現行調整手当の支給率と同率の５パーセントとするものです。

③勤務実績を給与へ反映させるため、
昇給時期を年１回に統一し、昇給区分を
５段階設けるなど勤務成績に基づく昇給
制度を導入するほか、勤勉手当への勤務
実績の反映を図るというもので、今後、
本市においても人事評価制度の整備と併
せ、積極的な取組みを行っていく必要が
あるものです。

用
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取
得
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福
祉
作
業
所


